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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声交換方式通信用の第１のエアインタフェースを介して加入者局からのパケット交換
方式通信をサポートする要求を目標無線通信領域の目標基地局コントローラで受信するこ
とと、ここにおいて、前記要求は、サービス無線通信領域のサービス基地局コントローラ
により割り当てられた、サービス無線通信領域内の休止状態のポイント・ツー・ポイント
の（ＰＰＰ）接続用に確立されているセッションに対応している前記加入者局の第１の固
有アドレス識別子を含む、ここにおいて、前記休止状態のＰＰＰ接続はパケット交換方式
通信をサポートするように構成される；
　前記第１の固有アドレス識別子に基づいて前記加入者局の前記休止状態のＰＰＰ接続用
の前記セッションに対応しているセッション情報を、前記サービス基地局コントローラか
ら前記目標基地局コントローラにより検索することと；
　前記目標無線通信領域内で前記セッションを維持するために前記検索されたセッション
情報に基づいて、前記目標無線通信領域内で前記加入者局用の新しいパケット交換方式の
接続を確立すること、ここにおいて、前記新しいパケット交換方式の接続は前記目標無線
通信領域用の新しい固有アドレス識別子を含む；
　音声交換方式通信用の前記第１のエアインタフェースを介して前記加入者局に前記目標
無線通信領域用の新しい固有アドレス識別子を送信することと；
　を具備する無線通信の方法。
【請求項２】
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　前記加入者局からの前記要求を受信することは、前記サービス無線通信領域と前記目標
無線通信領域との間のサブネットワーク境界を前記加入者局が横切っていることを検出す
ることに基づいている、請求項１の方法。
【請求項３】
　音声交換方式通信用の第１のエアインタフェースを介して加入者局からのパケット交換
方式通信をサポートする要求を、目標無線通信領域の目標基地局コントローラで受信する
ための手段と、ここにおいて、前記要求は、サービス無線通信領域のサービス基地局コン
トローラにより割り当てられた、前記サービス無線通信領域内の休止状態のポイント・ツ
ー・ポイントの（ＰＰＰ）接続用に確立されているセッションに対応している前記加入者
局の第１の固有アドレス識別子を含む、ここにおいて、前記休止状態のＰＰＰ接続はパケ
ット交換方式通信をサポートするように構成される；
　前記第１の固有アドレス識別子に基づいて前記加入者局の前記前記休止状態のＰＰＰ接
続用の前記セッションに対応しているセッション情報を、前記サービス基地局コントロー
ラから前記目標基地局コントローラにより検索するための手段と；
　前記目標無線通信領域内で前記セッションを維持するために前記検索されたセッション
情報に基づいて、前記目標無線通信領域内で前記加入者局用の新しいパケット交換方式の
接続を確立するための手段と、ここにおいて、前記新しいパケット交換方式の接続は前記
目標無線通信領域用の新しい固有アドレス識別子を含む；
　音声交換方式通信用の前記第１のエアインタフェースを介して前記加入者局に前記目標
無線通信領域用の新しい固有アドレス識別子を送信するための手段と；
　を具備する無線通信用装置。
【請求項４】
　前記加入者局からの前記要求を受信するための手段は、前記サービス無線通信領域と前
記目標無線通信領域との間のサブネットワーク境界を前記加入者局が横切っていることを
検出することに基づいて受信するための手段をさらに備える、請求項３の装置。
【請求項５】
　加入者局により、サービス無線通信領域のサービス基地局コントローラにより割り当て
られた前記サービス無線通信領域内に第１のポイント・ツー・ポイントの（ＰＰＰ）接続
用のセッションを確立することと、ここにおいて、前記ＰＰＰ接続はパケット交換方式通
信をサポートするように構成される；
　前記第１のＰＰＰ接続用の前記加入者局の第１の固有アドレス識別子を、前記サービス
基地局コントローラから前記加入者局により受信することと；
　前記加入者局により、前記サービス無線通信領域内に音声交換方式通信用の第１のエア
インタフェースを確立することと；
　音声交換方式通信用の前記第１のエアインタフェースを介して目標無線通信領域の目標
基地局コントローラに前記加入者局からパケット通信をサポートする要求を送信すること
と、ここにおいて、前記要求は前記第１の固有アドレス識別子を含み、ここにおいて、前
記要求は前記第１のＰＰＰ接続が休止状態にある間に、前記サービス無線通信領域から目
標無線通信領域への前記加入者局の移動を検出することに基づいている；
　前記目標基地局コントローラから、音声交換方式通信用の前記第１のエアインタフェー
スを介して前記目標無線通信領域用の前記加入者局の新しい固有アドレス識別子を受信す
ることと、ここにおいて、前記新しい固有アドレス識別子は前記加入者局用の前記セッシ
ョンを維持するために前記目標無線通信領域内の新しいＰＰＰ接続に対応し、ここにおい
て、前記新しいＰＰＰ接続は前記第１の固有アドレス識別子にしたがって前記サービス基
地局コントローラから検索されたセッション情報に基づいて前記目標基地局コントローラ
により確立され、ここにおいて、前記セッション情報は前記加入者局の前記休止状態のＰ
ＰＰ接続用の前記セッションに対応している；
　を具備する無線通信の方法。
【請求項６】
　前記要求を送信することは、さらに前記サービス無線通信領域と前記目標無線通信領域
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との間のサブネットワーク境界を前記加入者局が横切っていることを検出することに基づ
いている、請求項５の方法。
【請求項７】
　サービス無線通信領域のサービス基地局コントローラにより割り当てられた前記サービ
ス無線通信領域内に第１のポイント・ツー・ポイントの（ＰＰＰ）接続用のセッションを
確立するための手段と、ここにおいて、前記ＰＰＰ接続はパケット交換方式通信をサポー
トするように構成される；
　前記サービス基地局コントローラから、前記第１のＰＰＰ接続用の加入者局の第１の固
有アドレス識別子を受信するための手段と；
　前記サービス無線通信領域内に音声交換方式通信用の第１のエアインタフェースを確立
するための手段と；
　音声交換方式通信用の前記第１のエアインタフェースを介して目標無線通信領域の目標
基地局コントローラに前記加入者局からパケット通信をサポートする要求を送信するため
の手段と、ここにおいて、前記要求は前記第１の固有アドレス識別子を含み、ここにおい
て、前記要求は前記第１のＰＰＰ接続が休止状態にある間に、前記サービス無線通信領域
から前記目標無線通信領域に前記加入者局の移動を検出することに基づいている；
　前記目標基地局コントローラから、音声交換方式通信用の前記第１のエアインタフェー
スを介して前記目標無線通信領域用の前記加入者局の新しい固有アドレス識別子を受信す
るための手段と、ここにおいて、前記新しい固有アドレス識別子は前記加入者局用の前記
セッションを維持するために前記目標無線通信領域内の新しいＰＰＰ接続に対応し、ここ
において、前記新しいＰＰＰ接続は前記第１の固有アドレス識別子にしたがって前記サー
ビス基地局コントローラから検索されたセッション情報に基づいて前記目標基地局コント
ローラにより確立され、ここにおいて、前記セッション情報は前記加入者局の前記休止状
態のＰＰＰ接続用の前記セッションに対応している；
　を具備する無線通信用加入者局。
【請求項８】
　前記加入者局から前記要求を送信するための手段は、前記サービス無線通信領域と前記
目標無線通信領域との間のサブネットワーク境界を前記加入者局が横切っていることを検
出することに基づいている、請求項７の加入者局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（米国特許法１１９条に基づく優先権の主張）
　本出願は、２００２年１２月１８日に出願され、譲受人に譲渡され、また参照してここ
に組み込まれる、「高速パケットデータ通信システムにおける通信の方向付け（DIRECTIN
G COMMUNICATIONS IN A HIGH RATE PACKET DATA COMMUNICATION SYSTEM）」という名称の
仮出願第６０／４３４，７７２号に基づく優先権を主張するものである。
【０００２】
　本出願は、２００３年３月１２日に出願され、譲受人に譲渡され、また参照してここに
組み込まれる、「高速パケットデータ通信システムにおける通信の方向付け（DIRECTING 
COMMUNICATIONS IN A HIGH RATE PACKET DATA COMMUNICATION SYSTEM）」という名称の仮
出願第６０／４５４，３８５号に基づく優先権を主張するものである。
【０００３】
　本開示は一般的には無線通信に関し、詳しくは、複数のネットワークとの通信をサポー
トするハイブリッドプロトコルを実施するさまざまなシステムと技術とに関する。
【背景技術】
【０００４】
　無線ネットワークが広く展開され、さまざまなタイプの無線通信サービスが提供されて
いる。周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）、さらに他の無線通信をサポートするため、過去多年にわたって多くのエ
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アインタフェースが開発されてきた。このようなインタフェースは、さまざまな企業によ
って製造された装置同士間での相互運用を容易にするために標準化されている。たとえば
、ＣＤＭＡ技術を用いた音声サービスは、米国では、「デュアルモード広帯域スペクトル
拡散セルラーシステムのためのモバイル局ベースの局コンパティビリティ」という題名を
持ち、ここでは「ＩＳ－９５」と呼ばれる米国電気通信産業協会のＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ
－９５－Ｂ中で標準化されている。さらに最近では、ＣＤＭＡ技術を展開して、米国では
、米国電気通信産業協会（ＴＩＡ）内で、「ｃｄｍａ２０００スペクトル拡散システムの
上層（層３）の信号通知基準リリースＡ－付録１」という題名の、２０００年１０月２７
日に提出され、ここでは「ＩＳ－２０００」と呼ばれる音声サービスとデータサービスの
双方が提供されている。高速データサービスに対する需要の増大を満たすため、「ｃｄｍ
ａ２０００高速パケットデータエアインタフェース仕様」という題名で、ここでは「ＩＳ
－８５６」と呼ばれる追加の基準がＴＩＡで提案されている。
【０００５】
　通信サービスとそれをサポートするさまざまな基準との急速な拡大に伴って、複数のエ
アインタフェース基準と適合する技術の開発が極めて望まれている。この技術によって、
無線通信デバイスはＩＳ－２０００を用いて音声と低速データとをサポートするが、高速
のインターネットアプリケーションをサポートするには主としてＩＳ－８５６に拠ってい
る。設計者が直面している課題は、このような基準は各々が、それが有しているプロトコ
ル、サービス、データレート及び動作周波数の集合がそれ固有のものであるという点であ
る。したがって、技術上、複数のエアインタフェース基準を持つ無線通信デバイスをサポ
ートする新規なアプローチが必要である。このアプローチは、ＩＳ－２０００とＩＳ－８
５６のアプリケーションをサポートするデバイスに限られるべきではなく、他のさまざま
なエアインタフェース基準をサポートしているデバイスにも適応可能なブロードベースの
ソリューションであるべきである。
【発明の概要】
【０００６】
　ここではアクセス端末（ＡＴ）と呼ばれるＨＤＲ加入者局は、移動式又は固定式であっ
てもよく、また、ここではモデムプールトランシーバ（ＭＰＴ）と呼ばれる１つ以上のＨ
ＤＲ基地局と通信する。アクセス端末は、ここではモデムプールコントローラ（ＭＰＣ）
と呼ばれるＨＤＲ基地局コントローラと、データパケットを１つ以上のモデムプールトラ
ンシーバを介して送受信する。モデムプールトランシーバとモデムプールコントローラと
は、アクセスネットワークと呼ばれるネットワークの一部である。アクセスネットワーク
は、データパケットを複数のアクセス端末同士間で輸送する。アクセスネットワークはさ
らに、アクセスネットワークの外部の、企業イントラネットやインターネットなどの追加
のネットワークに接続され、また、データパケットを各アクセス端末とこのような外部の
ネットワーク間で輸送する。１つ以上のモデムプールトランシーバとのアクティブなトラ
フィックチャネル接続を確立しているアクセス端末はアクティブアクセス端末と呼ばれ、
また、トラフィック状態にあると言われる。１つ以上のモデムプールトランシーバとのア
クティブなトラフィックチャネル接続を確立する過程にあるアクセス端末は接続セットア
ップ状態にあると言われる。アクセス端末は、有線チャネルを介して又は無線チャネルを
介して、たとえば光ファイバ又は同軸ケーブルを用いて通信するいかなるデバイスであっ
てもよい。アクセス端末はさらに、これに限られないが、ＰＣカード、コンパクトフラッ
シュ（登録商標）、外部モデムもしくは内部モデム又は無線電話もしくは有線電話を含む
多くのタイプのデバイスの内のどれでもよい。アクセス端末が信号をモデムプールトラン
シーバに送る際に経由する通信リンクは逆方向リンクと呼ばれる。モデムプールトランシ
ーバが信号をアクセス端末に送る際に経由する通信リンクは順方向リンクと呼ばれる。
【０００７】
　添付図面と関連して以下に記載された詳細な説明は、本発明のさまざまな実施形態を説
明することを意図するものであり、本発明を実施する実施態様だけを表すことを意図する
ものではない。本開示に記載された実施形態は各々が、本発明の単なる例又は解説として
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提供されるものであり、他の実施形態より必ずしも好ましい又は有利なものと解釈すべき
ではない。この詳細な説明には、本発明を完全に理解することを目的とする具体的な詳細
が含まれる。しかしながら、本発明はこのような具体的な詳細ななくても実施されること
が当業者には明らかである。一部の例では、公知の構造体とデバイスとをブロック図形態
で示されており、本発明の概念が曖昧となることを回避するようにしている。頭字語や他
の説明用の用語は単に、便宜上そして分かり易いように用いられているものであって、本
発明の範囲を制限することを意図するものではない。加えて、本開示の目的上、「接続さ
れた」という用語は、直接的な接続を意味するか又は、文脈上適宜、例えば、介在するこ
とによって又は中間デバイスや他の手段を用いて間接的な接続をすることを意味する。
【０００８】
　以下の詳細な説明では、本発明のさまざまな態様を、ＩＳ－２０００エアインタフェー
ス基準とＩＳ－８５６エアインタフェース基準の双方をサポートする無線通信デバイスの
文脈で説明する。このような新規な態様はこの応用分野で用いるのに良く適しているとは
いえ、これらの発明の態様は他のさまざまなエアインタフェース基準をサポートするデバ
イスにおいて用いるのにも同様に適用可能であることを当業者は容易に理解する。したが
って、特定のエアインタフェース基準を持つ通信デバイスに対するいかなる言及もこれら
発明の態様を解説することを意図するだけであり、このような発明の態様が広い応用分野
を有することが理解される。国際電気通信連合は最近、高速データサービスと高品質音声
サービスとを無線通信チャネルで提供する提案方法を提出することを要求した。このよう
な提案の最初のものは、「ＩＳ－２０００　ＩＴＵ－Ｒ　ＲＴＴ候補提出」という題名で
電気通信産業協会によって発行された。このような提案の二番目のものは、「広帯域ＣＤ
ＭＡ」として知られ本書では「Ｗ－ＣＤＭＡ」と呼ばれる「ＥＴＳＩ　ＵＭＴＳ地上無線
アクセス（ＵＴＲＡ）ＩＴＵ－Ｒ　ＲＴＴ候補提出」という題名で欧州通信規格協会（Ｅ
ＴＳＩ）によって発行された。第３の提案は、ここでは「ＥＤＧＥ」と呼ばれる「ＵＷＣ
－１３６候補提出」という題名でＵ．Ｓ．ＴＧ８／１によって提出された。これら提出の
内容は公記録であり、技術上公知である。ＩＳ－９５は元来、可変速音声フレームの伝達
用に最適化されたものである。この後に続く基準は、パケットデータサービスを含む追加
のさまざまな非音声サービスをサポートするようにこの規格上に構築されたものである。
このようなパケットデータサービスの１つが、参照してここに組み込まれ、ここでは「Ｉ
Ｓ－７０７」と呼ばれる「スペクトル拡散システムのためのデータサービスオプション」
という題名で、米国では通信産業協会内で標準化されている。パケットデータ可能無線モ
バイル局（ＭＳ）に接続されたパソコン又はラップトップコンピュータ（ＰＣ）などの遠
隔ネットワークノードは、ＩＳ－７０７基格に従って無線ネットワークを介してインター
ネットにアクセスする。以下の説明全体にわたって用いられるＭＳ、アクセスノード（Ａ
Ｎ）、モバイルノード（ＭＮ）、遠隔局という用語はすべて、無線通信におけるモバイル
関係者物ことである。代替例では、ウエブブラウザなどの遠隔ネットワークノードはＭＳ
に内蔵されて、ＰＣをオプションとする。ＭＳは、これに限られないが、ＰＣカード、パ
ーソナルディジタルアシスタント（ＰＤＡ）、外部モデムもしくは内部モデム又は無線電
話もしくは端末を含む多くのタイプのデバイスの内のどれでもよい。ＭＳは、データを無
線ネットワーク上で送出し、このネットワークを解して、データはパケットデータサービ
スノード（ＰＤＳＮ）によって処理される。ＭＳと無線ネットワーク間の接続のＰＰＰ状
態は一般的にはＰＤＳＮ内で維持される。ＰＤＳＮはインターネットなどのＩＰネットワ
ークに接続され、無線ネットワークとＩＰネットワークに接続された他のエンティティ及
びエージェントとの間でデータを輸送する。このようにして、ＭＳは、無線データ接続に
よってＩＰネットワーク上の他のエンティティとの間でデータを送受信することが可能で
ある。ＩＰネットワーク上の目標エンティティはまた対応ノードと呼ばれる。
【０００９】
　本発明の態様を、以下の添付図面に、これに限られるものとしてではなく例として示す
。
【図面の簡単な説明】
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【００１０】
【図１】無線通信システムのブロック概念図である。
【図２】地理的包括領域全体に及ぶ無線通信システムのブロック概念図である。
【図３】地理的包括領域全体に及ぶ無線通信システムの別の実施形態のブロック概念図で
ある。
【図４】無線通信システムで用いられる加入者局のブロック概念図である。
【図５】無線通信システム中でモバイル局の移動と、それに対応する構成とを示す図であ
る。
【図６】無線システム構成の図である。
【図７】高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）通信をサポートするシステム中で音声コールを
処理する図である。
【図８】リフレクタを用いる高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）通信をサポートするシステ
ム中で音声コールを処理する図である。
【図９】さまざまなプロトコルをサポートするセルラーネットワーク内におけるモバイル
局（ＭＳ）の移動を示す図である。
【図１０】さまざまなプロトコルをサポートするセルラーネットワーク内におけるＭＳの
移動のコールの流れである。
【図１１】さまざまなプロトコルをサポートするセルラーネットワーク内におけるモバイ
ル局（ＭＳ）の移動を示す図である。
【図１２】さまざまなプロトコルをサポートするセルラーネットワーク内におけるＭＳの
移動のコールの流れである。
【図１３】アクセス端末（ＡＴ）のブロック図である。
【図１４】アクセスネットワーク（ＡＮ）の構成要素のブロック図である。
【図１５】一実施形態によるコールの流れである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、パケット交換方式の通信をサポートするように構成された無線通信システムの
ブロック概念図である。加入者局１０４に接続されたパソコンやラップトップコンピュー
タ（ＰＣ）などの遠隔ネットワークノード１０２は、アクセスネットワーク１０７を介し
てパケットデータネットワーク１０６にアクセスする。代替例では、遠隔ネットワークノ
ード１０２は、ウエブブラウザの場合のように、加入者局１０４に一体化される。加入者
局１０４は、これに限られないがＰＣカード、パーソナルディジタルアシスタント（ＰＤ
Ａ）、外部モデムもしくは内部モデム、無線電話もしくは端末又は他の類似のデバイスを
含む多くのタイプのデバイスの内のどれでもよい。パケット交換ネットワーク１０６は、
インターネットであったり、企業内イントラネットであったり、他のなんらかのパケット
データネットワークであったりする。
【００１２】
　アクセスネットワーク１０７は、ある地理的領域全体にわたって分散された任意の数の
基地局で実現される。この地理的領域はセルとして知られているより小さい領域に分割さ
れるが、各基地局がこのセルに対してサービスを提供する。１つのセル領域にサービスを
提供する１つの基地局１０８を図１に簡単に示す。パケット交換方式通信用に構成された
基地局コントローラ（ＢＳＣ）１１０を用いて、複数の基地局の活動を調整する。パケッ
ト制御機能（ＰＣＦ）をＢＳＣ１１０に一体化して、パケットデータサービスノード（Ｐ
ＤＳＮ）１１２とのインタフェースを制御する。ＰＤＳＮ１１２を用いて、遠隔ネットワ
ークノード１０２とのネットワーク接続を維持したり切断させたりする。アクセスネット
ワーク１０７の影響が及ぶ地理的範囲を、複数のＢＳＣをＰＤＳＮ１１２に接続すること
によって拡大させるが、ここで各々ＢＳＣが任意の数の基地局をサポートする。
【００１３】
　無線通信システムはまた、回線交換方式の通信をサポートするように構成される。基地
局１０８のところにある別個の無線リソースを用いて、加入者局１０４を、回線交換ネッ
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トワーク１１４に対してアクセスネットワーク１１５を介して接続する。回線交換ネット
ワーク１１４は、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）またはこの類似物である。アクセスネット
ワーク１１５はＢＳＣ１１６で実現されるが、このアクセスネットワーク自体は基地局１
０８をモバイル交換センター（ＭＳＣ）１１８とインタフェースさせる。ＭＳＣ１１８は
、回線交換ネットワーク１１４に対するゲートウエイとなる。アクセスネットワーク１１
５の影響が及ぶ地理的範囲をＭＳＣ１１８を用いて拡大して、任意の数のＢＳＣを回線交
換ネットワーク１１４とインタフェースさせるが、ここで各々のＢＳＣが１つ以上の基地
局をサポートする。
【００１４】
　加入者局１０４は、電源が最初に所定のアクセス手順を用いて投入される際に回線交換
ネットワーク１１４を監視するように構成されている。このアクセス手順には、加入者局
１０４を回線交換方式通信に割り当てられた動作周波数にチューニングすることと、この
基地局１０８から送信されたパイロット信号を獲得することと、逆方向リンクアクセスチ
ャネルを用いてＭＳＣ１１８に登録することとが伴う。逆方向リンクとは、加入者局１０
４から基地局１０８への送信のことである。加入者局１０４は、一旦登録されれば、順方
向リンクの呼び出しチャネルを監視する。この呼び出しチャネルを基地局１０８によって
用いられ、音声コールが届いたら加入者局１０４を呼び出す。この呼び出しに反応して、
加入者局１０４は制御メッセージを基地局１０８に対して逆方向リンクアクセスチャネル
を介して送出して、コールを受信する用意ができていることを示す。加入者局１０４がコ
ールを開始する場合、逆方向リンクアクセスチャネルを用いて、制御メッセージを基地局
１０８に送って、加入者局１０４がコールする用意ができていることを示す。いずれの場
合も、逆方向リンクアクセスチャネルを介しての通信に反応して、加入者局１０４と基地
局１０８間にエアリンクを確立してコールをサポートする。以下の説明全体にわたって用
いられるが、「エアリンク」という用語は音声および／またはデータの通信をサポートす
るように構成された無線トラフィックチャネルのことである。パイロットチャネル、呼び
出しチャネル、アクセスチャネル及び他のオーバヘッドチャネルは、エアリンクが存在し
てもしなくても、常にアクティブである。
【００１５】
　加入者局１０４は、音声コールをサポートするために使用されていないときには、遠隔
ネットワークノード１０２のパケット交換ネットワーク１０６に対する高速接続を提供す
る。遠隔ネットワークノード１０２は、最初に基地局１０８とエアリンクを確立すること
によってパケット交換方式ネットワーク１０６にアクセスする。これは、加入者局１０４
をパケット交換方式通信に対して割り当てられている動作周波数にチューニングして、こ
の基地局１０８から送信されたパイロット信号を獲得することによって遂行される。パケ
ット交換方式通信用のパイロット信号は、回線交換方式通信用のパイロット信号とは異な
った搬送周波数で送信される。一旦エアリンクが確立されると、遠隔ネットワークノード
１０２とＰＤＳＮ１１２との間に、ポイントツーポイント（ＰＰＰ）リンク層プロトコル
にしたがってデータリンクが設定される。次に、ＰＰＰリンク層プロトコルを用いて、遠
隔ネットワークノード１０２に割り当てるべきインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレ
スを交渉する。一旦ＩＰアドレスが割り当てられると、遠隔ネットワークノード１０２は
ネットワーク接続を介してパケット交換ネットワーク１０６と通信する。
【００１６】
　ＩＳ－８５６対応のパケット交換方式通信では、ネットワーク接続は、自身が通信をサ
ポートするために使用中であるかどうかとは無関係に無傷のままである。例として、遠隔
ネットワークノード１０２は、ウエブページをダウンロードするためにパケット交換ネッ
トワーク１０６にアクセスする。ユーザがコンテンツを読んでいる最中にウエブページが
ダウンロードされるとその後で、ネットワーク接続上でアクセスできない時間期間が存在
する。このような不活動期間では、価値ある無線リソースを保存するために加入者局１０
４と基地局１０８間のエアリンクが分解される。エアリンクが存在しない状態における遠
隔ネットワークノード１０２とＰＤＳＮ１１２間に存在するネットワーク接続は、「休止
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状態」接続を呼ばれる。ネットワーク通信の再開の準備ができると、ＩＰアドレスやＰＰ
Ｐ状態について再交渉する必要なく、「アクティブな」ネットワーク接続が、加入者局１
０４と基地局１０８間の新しいエアリンクで確立される。ネットワーク接続を維持するこ
とによって、ＩＰアドレスやＰＰＰ状態の再交渉で消耗されるであろう帯域幅を確保し、
これにより、ネットワーク通信の待ち時間を減少させることが可能である。
【００１７】
　ネットワーク通信が休止状態にあると、加入者局１０４は、回線交換方式通信に割り当
てられている動作周波数に戻り、関連する順方向リンクパイロット信号を獲得するように
構成されている。高速パケット交換ネットワーク通信が存在しているときに上記の２つの
搬送周波数間を行ったり来たりしてチューニングすることを回避するため、加入者局１０
４は、回線交換方式通信に対して割り当てられている動作周波数に切り替える前にネット
ワーク接続が休止状態になったあとの短い時間期間にわたって、パケット交換方式通信に
割り当てられた動作周波数にチューニングされたままの状態に留まる。いずれにせよ、加
入者局１０４は、回線交換方式通信に割り当てられた動作周波数に一旦チューニングする
と、このような通信と関連した逆方向リンク呼び出しチャネルを監視して、コールを聞き
逃すことを回避する。
【００１８】
　基地局１０８はスロット呼び出し手順を用いて、音声交換方式通信をサポートする。ス
ロット呼び出しモードでは、加入者局ｋ１０４と基地局１０８の双方が、スロットで加入
者局１０４が呼び出される時間について同意する。次に、加入者局１０４は未割り当ての
時間スロット中でこの処理リソースの一部をパワーダウンして、バッテリの電力を節約す
る。
【００１９】
　加入者局１０４はまた、ネットワーク接続が休止状態にあるときに、パケット交換方式
通信に対して割り当てられる動作周波数に周期的にチューニングし、関連の逆方向リンク
パイロット信号を獲得し、呼び出しチャネルをチェックするように構成されている。この
アプローチは全ＰＰＰセッションにわたってパケット交換ネットワーク１０６に対する継
続的高速アクセスをサポートするとはいえ、それはまた、スタンドバイ時間（すなわち、
加入者局１０４中の処理リソースをパワーダウンすることが可能な時間のパーセンテージ
）を減少させる傾向がある。スタンドバイ時間が減少すると、バッテリ電力に対する需要
が増す。
【００２０】
　休止状態にあるネットワーク接続をサポートする代替のアプローチとして、パケット交
換ネットワーク１０６からの呼び出しを、回線交換方式通信用のエアインタフェース、こ
の例ではＩＳ－２０００エアインタフェースを介して加入者局１０４に送り届ける方式が
ある。ＢＳＣ１１０中のＰＣＦを用いて、このエアリンクが停止している時、また、この
リソースがＰＤＳＮ１１２からのパケットの流れをサポートするに不十分な時、ネットワ
ーク接続が休止状態であり、ＰＤＳＮ１１２からのバッファデータパケットであるかどう
かを判断する。パケット交換ネットワーク１０６に接続されるＢＳＣ１１０は、ネットワ
ーク接続が休止中にＰＤＳＮ１１２からパケットが到着したとＰＣＦが判定すると、回線
交換ネットワークに接続されたＢＳＣ１１６に対して加入者局１０４を呼び出すように命
令するように構成されている。ＢＳＣ同士間の接続１２０を用いて、この機能を実施する
。パケット交換ネットワーク１０６に接続されたＢＳＣ１１０からの加入者局１０４呼び
出し命令に反応して、回線交換ネットワーク１１４に接続されたＢＳＣ１１６は基地局１
０８にコマンドを送り、この基地局は代わってＩＳ－２０００エアインタフェースを介し
て加入者局１０４を呼び出す。
【００２１】
　データパケットがＰＣＦに到達したという呼び出しが一旦加入者局１０４によって受信
されると、加入者局１０４は、パケット交換方式通信に割り当てられた動作周波数に戻っ
て切り替えて、関連した逆方向リンクパイロット信号を獲得する。次に、加入者局１０４
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は、オーバヘッドチャネルで基地局１０８に信号を送り返して、自身がデータパケットを
受信する準備が整っていることを示す。すると、基地局１０８は、パケット交換ネットワ
ーク１０６に接続されたＢＳＣ１１０に対してこの信号を転送し、これで、加入者局１０
４とＰＤＳＮ１１２間のネットワーク接続が起動する。
【００２２】
　類似の方法を実施して、ネットワーク接続がアクティブであるときに音声呼び出しを見
逃すことを回避する。より具体的にいうと、回線交換ネットワーク１１４からの呼び出し
は、加入者局１０４に至るパケット交換方式通信用のエアインタフェース、この例では、
ＩＳ－８５６エアインタフェースを介して加入者局１０４まで送り届けられる。この動作
は、音声コールが回線交換ネットワーク１１４から受信されたときに、パケット交換ネッ
トワーク１０６に接続されたＢＳＣ１１０に対して、加入者局１０４を呼び出すように命
令することによって遂行される。ＢＳＣ同士間の接続１２０を用いて、この機能を実施す
る。加入者局１０４への呼出し命令に反応して、パケット交換ネットワーク１０６に接続
されたＢＳＣ１１０は基地局１０８にコマンドを送り、この基地局は、パケット交換方式
通信用のエアインタフェース、この例ではＩＳ－８５６エアインタフェースを介して加入
者局１０４を呼び出す。加入者局１０４は、回線交換サービスに関連するあるタイプの呼
び出ししかＩＳ－８５６エアインタフェースを介して送られることを許容しないフィルタ
リングメカニズムを構成する。例えば、加入者局１０４は、パケット交換方式通信に割り
当てられた動作周波数にチューニングされている間は、ショートメッセージサービス（Ｓ
ＭＳ）と関連した呼び出しではなく音声呼び出しを受信することを要求する。
【００２３】
　音声コールが到達したことを示す呼び出しが一旦加入者局１０４によって受信されると
、加入者局１０４はデータパケットの送信を一時中断して、回線交換方式通信に割り当て
られた動作周波数に切り替えて戻り、関連の逆方向リンクパイロット信号を獲得する。次
に、加入者局１０４は、音声コールを受信する用意ができていることを示す信号を、アク
セスチャネルを介して基地局１０８に送る。それに反応して、加入者局ｂ１０４と基地局
１０８間でエアリンクが確立されて、そのコールをサポートする。
【００２４】
　今まで説明した無線通信システムのさまざまな実施形態を用いて、回線交換方式の適用
物とパケット交換方式の適用物の双方をサポートする。加入者局１０４を用いて、音声交
換方式の通信をサポートしながら高速ネットワーク接続を維持したり、また、パケット交
換方式通信をサポートしながら音声接続性を維持したりする。このタイプの動作は、加入
者局１０４がサブネットワーク境界を横切って移動する際にも維持される。説明し易くす
るために、このサブネットワーク境界はパケット交換方式通信と回線交換方式通信の場合
と同様であり、各々のサブネットワークは１つのＭＳＣでカバーされる地理的領域全体で
あると定義される。しかしながら、当業者は、サブネットワーク境界が互いに異なってい
てもそれに対応するように、上記の実施形態に対してはさまざまな修正がされることを理
解する。
【００２５】
　図２は、無線通信システムの例を示すブロック概念図である。１つのＢＳＣを用いて、
パケット交換方式通信と回線交換方式通信の双方をサポートするが、それはサブネットワ
ーク境界が共有されているからである。前に説明したように、ＰＤＳＮ１１２を用いて、
パケット交換方式通信の間に遠隔ネットワークノード１０２とのＰＰＰセッションを確立
し、維持し、終了させる。図２に示す実施形態では、サービスＢＳＣ２０２ａを用いてサ
ービス基地局１０８ａをＰＤＳＮ１１２に接続し、また、目標ＢＳＣ２０２ｂを用いて目
標基地局１０８ｂをＰＤＳＮ１１２に接続する。
【００２６】
　加入者局１０４は、図２中では１連の破線で示すようにさまざまなサブネットワーク上
を移動する。加入者局１０４は、最初はサービス領域２０４ａ中を移動しているところが
示されており、また、サービス基地局１０８ａを用いて、パケット交換ネットワーク１０



(10) JP 4806068 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

６にアクセスする。このネットワーク接続が休止状態になると、加入者局１０４は構成交
換方式に割り当てられている動作周波数にチューニングし、関連の逆方向リンクパイロッ
ト信号を獲得し、音声コールがないかどうか逆方向リンク呼び出しチャネルを監視する。
加入者局１０４がアクティブな音声コールに関与しているか又は単に回線交換ネットワー
ク１１４からの呼び出しを聞くだけなのかとは無関係に、加入者局１０４がサブネットワ
ーク境界を横断する際にもパケット交換ネットワーク１０６とのネットワーク接続を維持
するのが望ましい。
【００２７】
　このネットワーク接続は、さまざまな手順を任意の数だけ用いることによって維持され
る。１例を以下に提示する。加入者局１０４は、目標領域２０２ｂに向かって移動する際
に、サービス基地局１０８ａと目標基地局１０８ｂの双方からのパイロット信号の強度の
変化を検出する。目標基地局１０８ｂからのパイロット信号の強度が閾値を超えると、目
標基地局１０８ｂは加入者局１０４のアクティブ集合に追加される。アクティブ集合とは
、加入者局１０４と通信している基地局のリストである。加入者局１０４は、目標領域２
０４ｂ中でパケット交換方式通信をサポートするための固有のアドレス識別子を求める要
求を、目標基地局１０８ｂを介して目標ＢＳＣ２０２Ｂに対して送る。この要求は、一般
には、ＩＳ－８５６基準では「ＵＡＴＩ要求」と呼ばれる。この要求は、目標基地局１０
８ｂと加入者局１０４間の音声交換方式通信用のエアインタフェースを介して送り届けら
れる。この要求には、加入者局１０４の固有アドレス識別子が含まれるが、この識別子は
元来、サービス領域２０４ａ中でパケット交換方式通信をサポートするためにサービスＢ
ＳＣ２０２ｂによって割り当てられたものである。目標ＢＳＣ２０２ｂは、この要求中に
含まれている固有アドレス識別子を用いて、サービスＢＳＣ２０２ａからＰＰＰセッショ
ンを検索する。目標ＢＳＣ２０２ｂは、一旦ＰＰＰセッションの検索に成功すると、ＰＤ
ＳＮ１１２とのロジックリソース接続を確立して、新しい固有アドレス識別子割り当てを
、音声交換方式通信用のエアインタフェースを介して加入者局１０４に送り届ける。この
固有アドレス識別子割り当ては、一般に、ＩＳ－８５６基準では「ＵＡＴＩ割り当て」と
呼ばれる。サービスＢＳＣ２００ａとＰＤＳＮ１１２間のロジックリソース接続もまた開
放される。サービスＢＳＣ２０２ａと目標ＢＳＣ２０２ｂ間のハンドオフは、遠隔ネット
ワークノード１０２のＰＰＰ状態には影響せず、これで、ＰＤＳＮ１１２とのネットワー
ク接続を維持する。
【００２８】
　ネットワーク接続がアクティブであれば、加入者局１０４がサブネットワーク境界を横
切る際にも回線交換ネットワーク１１４との音声接続性を維持することがまた望ましい。
音声接続性は、任意の数の手順によって維持される。一例を以下に提示する。この例の目
的上、加入者局１０４を、最初は、遠隔ネットワークノード１０２とパケット交換ネット
ワーク１０６間のアクティブなネットワーク接続をサポートしながらサービス側領域２０
４ａ中を移動しているものとして説明する。加入者局１０４は、目標基地局２０４ｂに向
かって移動する際に、サービス基地局１０８ａと目標基地局１０８ｂ双方からのパイロッ
ト信号の強度の変化を検出する。この情報は、サービス基地局１０８ａを介してサービス
ＢＳＣ２０２ａに戻って報告される。それに反応して、アンカーＢＳＣとも呼ばれるサー
ビスＢＳＣ２０２ａを用いて、加入者局１０４を目標ＭＳＣ１１８ａに登録する。
【００２９】
　具体的には、目標基地局１０８ｂからのパイロット信号の強度が閾値を超えると、目標
基地局１０８ｂは基地局１０４のアクティブ集合に追加される。このアクティブ集合は一
般に、この場合はアンカーＢＳＣ２０２ａであるＢＳＣで維持される。加入者局１０４が
入ろうとしている領域をカバーしている目標基地局１０８ｂに関する知識を有しているこ
のアンカーＢＳＣ２０２ａは、メッセージを加入者局１０４に送って、これに対して目標
ＭＳＣ１１８ｂに登録するように命令する。この登録要求はＩＳ－２０００規格に規定さ
れたものと又は他のいずれかの適当なフォーマットと同じであって、目標基地局１０８ａ
と加入者局１０４間のパケット交換方式通信用のエアインタフェースを介して送り届けら
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れる。この登録要求は加入者局１０４によって用いられて、登録メッセージを生成する。
アンカーＢＳＣ２０２ａによって生成された登録要求中の乱数を用いて、この登録メッセ
ージにディジタル式にサインする。この登録メッセージは、パケット交換方式通信用エア
インタフェースを介して目標基地局１０８ｂから送り戻され、ここからアンカーＢＳＣ２
０２ａにルーティングされたりする。
【００３０】
　この登録メッセージがアンカーＢＳＣ２０２ａによって受信されると、署名が検証され
、登録メッセージ中の情報が用いられて、ロケーション更新要求が作成される。このロケ
ーション更新要求は目標ＭＳＣ１１８ｂに送られ、これで登録手順（プロセス）が完了す
る。アンカーＢＳＣ２０２ａは、目標基地局１０８ｂの識別子（ＩＤ）を介してロケーシ
ョン更新要求を送る適当なＭＳＣを判定する。この目標基地局ＩＤは目標基地局１０８ｂ
のところで登録メッセージに添付されるか、又は、信号通知メッセージを交換することに
よってアンカーＢＳＣ２０２ａによって別個にアクセスされる。
【００３１】
　アンカーＢＳＣ２０２ａは、目標ＭＳＣ１１８ｂまで直接的には到達することが不可能
であれば、図３に示すように、リフレクタ３０２を介してロケーション更新要求を目標Ｍ
ＳＣ１１８ｂにルーティングする。また、リフレクタ３０２を用いて、回線交換ネットワ
ーク１１４からの呼び出しを目標ＭＳＣ１１８ｂとアンカーＢＳＣ２０２ａ間でルーティ
ングする。回線交換ネットワーク１１４からの呼び出しを確実に伝達するために、リフレ
クタ３０２は、セルラー識別子をリフレクタ３０２宛ての仮想セルのロケーション更新要
求に添付するように構成される。目標ＭＳＣ１１８ｂの観点から、リフレクタ３０２はＢ
ＳＣのように見える。したがって、目標ＭＳＣ１１８ｂは、アクセス可能なネットワーク
接続中に音声の接続性を維持するために修正する必要はない。
【００３２】
　ある代替の実施形態では、目標ＢＳＣ２０２ｂをリフレクタとして用いる。この構成に
よると、ロケーション更新要求は、目標ＢＳＣ２０２ｂから目標ＭＳＣ１１８ｂに対して
アンカーＢＳＣ２０２ａによってルーティングされる。回線交換ネットワーク１１４から
の呼び出しは、加入者局１０４に伝達されるように目標ＢＳＣ２０２ｂを介してアンカー
ＢＳＣ２０２ａに対して目標ＭＳＣ１１８ｂによってルーティングされる。
【００３３】
　図４は、加入者局１０４の考えられる１つの構成を示すブロック概念図である。当業者
には理解されるように、加入者局１０４の正確な構成は具体的な応用分野と全体的な設計
上の制限とによって異なる。分かり易いように、また、完全を期すために、さまざまな新
規な概念をＣＤＭＡ加入者局の文脈で説明する、しかしながら、このような新規な概念は
、他のさまざまな通信デバイスに対しても同様に適応されるものである。したがって、Ｃ
ＤＭＡ加入者局に対するいかなる言及も、本発明のさまざまな態様を解説することを意図
するだけであり、このような態様は広い範囲の応用分野を有することを理解すべきである
。
【００３４】
　加入者局１０４はソフトウエアベースのプロセッサ又は当技術分野内の他のいかなる構
成で実現される。ソフトウエアベースのプロセッサのハードウエア構成の例を図４に示す
。プロセッサは、そのコアに存在する、メモリ４０４付きのマイクロプロセッサ４０２を
有している。マイクロプロセッサ４０２は、とりわけ、回線交換ネットワークとパケット
交換ネットワークとに対するアクセスを管理するソフトウエアプログラムを実行するプラ
ットフォームとなる。
【００３５】
　加入者局１０４はまた、スピーカ、マイクロフォン、キーパッド、ディスプレイ等のさ
まざまなユーザインタフェース４０６を含んでいる。このようなユーザインタフェース４
０６は、一般に、回線交換ネットワーク全体にわたって音声と低速データとの通信をサポ
ートするために用いられる。一部の実施形態では、ユーザインタフェース４０６はまた、
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統合ウエブブラウザの場合のように、パケット交換ネットワークに対する高速接続をサポ
ートするために用いられる。記載の実施形態では、ローカルインタフェース４０８が、遠
隔ネットワークノードとパケット交換ネットワーク間の高速接続をサポートするために備
えられている。
【００３６】
　ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）４１０は、マイクロプロセッサ４０２に対するソ
フトウエアデマンドを軽減させるために特定のアルゴリズムを実行する埋め込み通信ソフ
トウエア層で実現される。たとえば、逆方向リンク通信では、ユーザインタフェース４０
６又はローカルインタフェース４０８からの通信をエンコーディングしたり変調したりす
るためにＤＳＰ４１０が用いられる。ＣＤＭＡアプリケーションでは、ＤＳＰ４１０はま
た、適当な擬似ランダムノイズ（ＰＲＮ）やウォルシュ符号での通信の拡散や、拡散通信
とさまざまな制御チャネルやオーバヘッドチャネルとの組み合わせなどの追加の機能を提
供する。ソフトウエア層はまた、ＤＳＰハードウエアをマイクロプロセッサ４０２に対し
てインタフェースさせ、また、より高いレベルのソフトウエアプログラムを実行させるた
めのリソースの割り当てなどの低レベルのサービスを提供する。
【００３７】
　通信が処理される厳密な仕方は具体的な通信のタイプに対するエアインタフェースによ
って異なる。例えば、エンコーディングと変調方式及び制御メッセージとオーバヘッドメ
ッセージとを組み合わせる方法は、通信が音声交換ネットワーク宛てであるかパケット交
換ネットワーク宛てであるかによって異なる。いずれにせよ、ＤＳＰ４１０によって処理
された通信はアナログ回路４１２に出力され、ここでディジタルからアナログに変換され
、増幅され、フィルタリングされ、逆方向リンクで送信するのに適す搬送周波数にアップ
コンバージョンされる。
【００３８】
　アナログ回路４１２によって生成された搬送周波数はチューナ４１４によって制御され
る。チューナ４１４は図４に示すようにスタンドアロン型デバイスであったり、または、
代替例では、アナログ回路４１２中に一体化されたりする。マイクロプロセッサ４０２は
、特定の逆方向リンク送信用のエアインタフェースにしたがってチューナ４１４を設定す
るために用いられる。たとえば、回線交換方式通信用のエアインタフェースは、パケット
交換方式通信用のエアインタフェースとは異なった搬送周波数を必要とする。
【００３９】
　順方向では、アナログ回路４１２は、送信を増幅し、フィルタリングし、ベースバンド
信号にダウンコンバージョンするために用いられる。ベースバンド信号のアナログからデ
ィジタルへの変換もまた、アナログ回路４１２で実行される。順方向リンク通信が音声交
換ネットワークから発信されるかパケット交換ネットワークから発信されるかによって、
マイクロプロセッサ４０２は適当なエアインタフェースにしたがってチューナ４１４を設
定して、アナログ回路４１２のダウンコンバージョン機能がベースバンド信号を確実に生
成するようにする。
【００４０】
　アナログ回路４１２からのベースバンド信号はＤＳＰ４１０に提供され、このＤＳＰを
用いて、通信内容から制御メッセージとオーバヘッドメッセージとを分離する。次に、こ
れらの制御メッセージとオーバヘッドメッセージとはマイクロプロセッサ４０２に提供さ
れる。ＤＳＰ４１０はまた、復調とデコーディングの機能を含む追加の信号処理機能を通
信に対して提供する。ＣＤＭＡアプリケーションでは、ＤＳＰ４１０はまた、適当なＰＮ
符号とウオルシュ符号とを用いる逆拡散を実行する。この処理された通信は次に、マイク
ロプロセッサ４０２に提供され、このマイクロプロセッサは、さまざまなユーザインタフ
ェース４０６やローカルインタフェース４０８に対するこの通信の伝達を管理する。
【００４１】
　加入者局１０４は、最初に電源が投入されると、回線交換方式通信用のエアインタフェ
ースにしたがって順方向パイロット信号を獲得しようとする。マイクロプロセッサ４０２
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は、回線交換方式通信用の動作周波数にチューナ４１４を設定することによってこの獲得
プロセスを開始するように構成されている。マイクロプロセッサ４０２は次に、未知の時
間領域と周波数領域に対するＤＳＰ４１０による探索を含むさまざまな信号処理機能を発
動して、順方向パイロット信号を獲得する。ＤＳＰ４１０は、一旦この順方向リンクパイ
ロット信号を獲得すると、マイクロプロセッサ４０２に対して、信号の送信元である基地
局をそのアクティブなリストに追加するように促す。すると、加入者局１０４は、さまざ
まな制御チャネル、オーバヘッドチャネル及びトラフィックチャネルを介してこの基地局
と通信する。
【００４２】
　上に検討したように、制御メッセージとオーバヘッドメッセージはＤＳＰ４１０中で通
信から分離されてマイクロプロセッサ４０２に提供される。マイクロプロセッサ４０２は
、回路交換方式通信用のエアインタフェースを介してパケット交換ネットワークからの呼
び出し（又は他の何らかのメッセージ）が送り届けられていないかどうか制御メッセージ
とオーバヘッドメッセージを監視するように構成されている。パケット交換ネットワーク
からの呼び出しがマイクロプロセッサ４０２によって検出され、また、加入者局１０４が
音声コールに従事していない場合、チューナ４１４はパケット交換方式通信用の動作周波
数に設定される。一方、加入者局１０４が音声コールをサポートしている場合、マイクロ
プロセさ４０２は、チューナ４１４を切り替える前にそのコールを完了させる。いずれに
せよ、マイクロプロセッサ４０２は、次に、信号通知メッセージを交換することによって
基地局とのエアリンクを確立する。一旦エアリンクが確立されると、データリンクとネッ
トワーク接続とが、ローカルインタフェース４０８に接続された遠隔ネットワークノード
とＰＤＳＮとの間で確立される。
【００４３】
　アクティブなネットワーク接続の間、マイクロプロセッサ４０２を用いて、パケット交
換方式通信用のエアインタフェースを介して送り届けられた回線交換ネットワークからの
呼び出しがないかどうか制御メッセージとオーバヘッドメッセージとを監視する。回線交
換ネットワークからの呼び出しが検出されたら、マイクロプロセッサ４０２を用いて、加
入者局がこのコールを取っている間にデータパケットの送信を一時中断するように基地局
に対して信号通知する。基地局に対するこの信号通知はＢＳＣに対して提供され、ここで
ＰＣＦを用いて、パケット交換ネットワークから到達するデータパケットをバッファリン
グする。マイクロプロセッサ４０２は、データパケットの送信が一時中断されたことを示
す指示が一旦基地局から受信すると、回線交換方式通信用の動作周波数にチューナ４１４
を設定し、関連するパイロット信号を獲得し、音声コールをサポートするためのエアリン
クを確立する。この音声コールが一旦完了すると、マイクロプロセッサ４０２はチューナ
４１４をパケット交換方式通信用の動作周波数に切り替えて戻し、これでデータパケット
送信を完了する。
【００４４】
　マイクロプロセッサ４０２はまた、アクティブなネットワーク接続が休止状態になると
トリガーされるタイマー（図示せず）を含んでいる。本実施形態では、マイクロプロセッ
サ４０２は、ネットワークが再度アクティブになる場合に備えて、タイマーが刻時中にパ
ケット交換方式通信用の動作周波数にチューナ４１４を保つように構成されている。一旦
タイマーがタイムアウトすると、マイクロプロセッサ４０２を用いて、チューナ４１４を
回線交換方式通信用の動作周波数に切り替え、関連のパイロット信号を獲得し、音声コー
ルがないかどうかさまざまな制御チャネルとオーバヘッドチャネルを監視する。
【００４５】
　図５に、一実施形態によるパケットデータネットワーク１５０を図示する。代替の実施
形態は、類似の機能ユニットに対して異なった用語を有しており、また、構成要素と機能
ユニットのさまざまな構成を一体化してもよいことに注意されたい。この説明の場合、図
５のネットワーク１５０と他の詳細な図とを用いて経路を定義するが、しかしながら、代
替の実施形態では、ここで用いられる具体的な構成と機能とにしたがって経路を定義して
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いる。パケットデータシステム１５０は、２つのシステム識別（ＳＩＤ）ゾーン１６０と
１７０を含んでおり、この各々が複数のネットワーク識別（ＮＩＤ）ゾーン１６２、１６
４、１６６、１７２、１７４及び１７６を有している。ＳＩＤ／ＮＩＤは音声システムで
用いられ、一般的に、サービスエリアを識別する。例えば、ＭＳＣサービスエリアは１対
の（ＳＩＤ、ＮＩＤ）値と関連している。加えていくつかのパケットゾーン識別表示（Ｐ
ＺＩＤ）がまた、ＳＩＤ１６０と１７０内に含まれている。具体的には、ＳＩＤ１６０は
ＰＺＩＤ１８０、１８２及び１８４を含み、ＳＩＤ１７０はＰＺＩＤ１８０、１８２及び
１８４を含んでいる。
【００４６】
　図６に、回線交換方式通信とパケット交換方式通信とをサポートするように構成された
無線システム２５０を示す。本システム第１の部分２６０は、ＭＳＣ＿１の２６２と識別
され、基地局コントローラ（ＢＳＣ）ＢＳＣ＿ａの２６４に結合されたモバイル切り替え
センター（ＭＳＣ）と、モバイル局（ＭＳ）２６８と通信するように適応された基地局ト
ランシーバ（ＢＴＳ）ＢＴＳ＿の２６６とを含んでいる。本システムの第１の部分２６０
中で、ＭＳ２６８は高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）通信を確立する。ＨＲＰＤ通信は高
データレート通信や、放送通信、または他のパケット切り替えタイプの通信であったりす
る。
【００４７】
　システム２５０はまた、ＭＳＣ＿２の２７２と、ＢＳＣ＿ｂの２７４と、部分２７０内
のモバイル局との通信用に適応されたＢＴＳ＿ｙの２７６とを含む第２の部分２７０を含
んでいる。部分２６０と２７０は各々が地理的エリアをカバーしている。
【００４８】
　図６のように、ＭＳは、移動してある部分に入ると、対応するＭＳＣに登録する。音声
コールなどの回線交換方式通信の場合、ＭＳＣは呼び出しをＭＳに対してＢＳＣとＢＴＳ
を介して送る。ＭＳは、その呼び出しに答えることによって応答して、そのコールは確立
される。図６に示されるように、ＭＳ２６８は最初に、部分２６０のＭＳＣ＿１の２６２
に登録する。本シナリオでは、ＭＳ２６８はデータサービスを要求し、したがって、ＨＲ
ＰＤデータサービスを確立する。言い換えれば、ＭＳ２６２はパケット交換方式通信を部
分２６０を介して確立する。ＭＳ２６８は、その後で、ＨＲＰＤデータサービスを部分２
７０で維持しながらも、部分２７０によってサービス地理的エリア中に移動する。ＭＳ２
６８は、ＢＳＣ＿ａの２６４を介してパケットデータの受信及び／又は送信を継続する。
部分２６０と２７０は各々が図６に示すようなサブネットである。
【００４９】
　ＭＳ２６８は現時点ではＭＳＣ＿１の２６２に登録しているため、ＭＳ２６８宛てに指
定された新しい音声コールはＭＳＣ＿１の２６２を介して処理される。ＭＳ２６８が部分
２７０の地理的エリア内に位置しており、部分２６０を介して音声コールの呼び出しを受
信すると問題がある。ＭＳ２６８はＭＳＣ＿２の２７２に応答するが、このＭＳＣはＭＳ
２６８のコンテクスト、すなわち登録情報を有していない。回線交換方式通信とパケット
交換方式通信の双方をサポートするシステム内でのＭＳの移動に関連するこの問題と他の
問題を回避するために、ハイブリッドプロトコルが提示される。このハイブリッドプロト
コルは、回線交換ネットワークとパケット交換ネットワークの双方を介しての通信を処理
する手段となる。例えば、モバイル局は、音声コール用の接続性を維持しながらもデータ
サービスを用いることを望み得る。
【００５０】
　このハイブリッドプロトコルによって、ＭＳ２６８が回路交換システム中に登録された
まま留まることが保証されるが、このシステムは本例ではＩＳ－２０００システムである
。ハイブリッドプロトコルにしたがって、ＢＳＣ＿ａの２６４は「アンカー」ＢＳＣと呼
ばれる。このアンカーＢＳＣ、すなわちＢＳＣ＿ａの２６４は、ＭＳ２６８がＭＳＣ＿２
の２７２のカバー範囲に入るにつれて、ＭＳ２６８をＭＳＣ＿２の２７２に登録する。Ｍ
Ｓ２６８が別のＭＳＣからサービスを提供される地理的エリア又はカバー範囲中に移動す
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ると、これがトリガーとなって、アンカーＢＳＣはＭＳをそのＭＳＣに登録する。
【００５１】
　図７と８を参照すると、具体的には、ＭＳ２６８がサブネットの境界を横切ると、新し
いＢＴＳが通信目的のアクティブ集合（ＡＳ）に記入される。たとえば、ＭＳ２６８が部
分２７０に進入するにつれて、ＢＴＳ＿ｙの２７６がＭＳ２６８のＡＳに入る。ＢＳＣ＿
ａの２６４（アンカー基地局）はＭＳ２６８の登録プロセスを開始して、ＭＳＣ＿２の２
７２に登録する。ＢＳＣ＿ａの２６４は、ＭＳ２６８がＭＳＣ＿２の２７２のカバー範囲
すなわち地理的エリアに進入したことを、ＢＴＳ＿ｙの２７６のセクターＩＳ（ＳＩＤ）
を検査することによって判定する。ＭＳ２６８が別のＭＳＣのカバー範囲に移動するとき
にＭＳ２６８から通知を受信するには、ＭＳＣ境界はＨＲＰＤサブネット境界であること
に注意すべきである。
【００５２】
　ＢＳＣ＿ａの２６４は、送り届けられた登録要求メッセージをＭＳ２６８に送って、Ｍ
Ｓ２６８に対して新しいＭＳＣに登録させる。１つの実施形態では、このメッセージは３
２ビットの乱数ＲＡＮＤを包含しているが、ＭＳ２６８はＡＵＴＨＲを生成する必要があ
る。
【００５３】
　ＭＳ２６８は、ＩＳ－２０００などの「登録要求命令」を受信したかのようにこのメッ
セージを処理して、トンネル方式の（ｔｕｎｎｅｌｅｄ）登録要求メッセージを生成する
。この登録を実行する際は、モバイルは、ＩＳ－２０００中に指定されている、ＲＡＮＤ
としてトンネル方式の登録要求メッセージ中に与えられているＲＡＮＤを用いなければな
らない。トンネル方式の登録メッセージの内容はＩＳ－２０００の登録メッセージと同じ
である。ＮＵＭ＿ＡＤＤ＿ＰＩＬＯＴフィールドはこのメッセージ中ではゼロに設定され
ている。
【００５４】
　ＢＳＣ＿ａの２６４はトンネル方式の登録メッセージ中に与えられている情報を用いて
、（ＩＯＳ中で指定されているような）「ロケーション更新要求」を構築して、ＭＳ２６
８をＭＳＣ＿２の２７２に登録する。ＢＳＣ＿ａの２６４は、どのＭＳＣに「ロケーショ
ン更新要求」を送るべきであるかを、ＢＴＳ＿ｙのセクターＩＤのＭＳＢと内部マッピン
グテーブルとに基づいて、又は、ＢＴＳ＿ｙのセクターＩＤ中のビットを直接的に用いる
ことによって決定する。その通信経路を図７に示す。
【００５５】
　登録が実行された後、ＰＳＴＮの呼び出しがＭＳＣ＿２の２７２とＢＳＣ＿ａの２６４
とに伝達され、次にＨＲＰＤのＦＴＣ上のＭＳ２６８に伝達される。すると、モバイルは
ＩＳ－２０００などの回路交換周波数にチューニングして、その呼び出しに応答する。図
８にこれと呼応した信号フローチャートを示す。
【００５６】
　図９と図１０に別のシナリオを示すが、ここで、ＢＳＣ＿ａの２６４はＢＴＳ＿ｘの２
６６を介してのＭＳ２６８に対する登録手続を開始し、また、トンネル方式の登録手続が
提供される。ＭＳ２６８は、ＢＳＣ＿ａの２６４、ＢＳＣ＿ｂの２７４、ＭＳＣ＿１の２
６２、ＭＳＣ＿２の２７２へと続くロケーション更新要求を持つトンネル方式の登録メッ
セージをＢＴＳ＿ｘ２６６を介して送る。次に、ＭＳＣ＿２の２７２はＰＳＤＮ呼び出し
をＭＳ２６８に対してＢＳＣ＿ｂの２７４、ＢＳＣ＿ａの２６４及びＢＴＳ＿ｘの２６６
を介して提供する。
【００５７】
　アンカーＢＳＣが隣接するＭＳＣに直接に到達することが不可能であれば、図１１と１
２に示すようにアンカーＢＳＣはリフレクタを介して「Ａ１：ロケーション更新要求」を
隣接するＭＳＣに転送すればよい。
【００５８】
　リフレクタ４４０は、「Ａ１：ロケーション更新要求」をアンカーＭＳＣから自身の接
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続先であるＭＳＣに転送する。リフレクタ４４０は、「Ａ１呼び出し要求」をＭＳＣから
アンカーＢＳＣに転送する。リフレクタ４４０は、ＩＭＳＩと関連のアンカーＢＳＣ間の
結合を維持する。
【００５９】
　ＭＳＣの観点から、リフレクタ４４０はＢＳＣのように見える。したがって、Ａ１イン
タフェースは、相互呼び出し機構を収納するために修正する必要はない。このシナリオで
は、ＢＳＣ＿ａの４０４はリフレクタ４４０とは通信するがＭＳＣ＿２の４２２とは通信
しない。
【００６０】
　セル識別子が呼び出しの伝達のためのＢＳＣを決定するために用いられると、これによ
って、たとえば、ＭＳＣ＿２の４２２は呼び出しを、ＢＴＳ＿ｙの４２６と関連している
ＢＳＣ＿ｂの４２４に伝達する。このような問題を避けるために、リフレクタ４４０は、
ＭＳＣ＿２の４２２に登録しているときにはリフレクタ４４０宛ての仮想セルのセルＩＤ
を与える。このようにして、ＭＳＣ＿２の４２２は呼び出しをリフレクタ４４０に対して
（ＢＳＣ＿Ｂ４２４に対してではない）伝達し、リフレクタ４４０は呼び出しをＢＳＣ＿
ａの４０４に通達する。
【００６１】
　別の実施形態によれば、本方法はモバイルの無線セッションをＢＳＣ＿ｂにコピーする
。この無線セッションは、アンカーＢＳＣ（すなわち、ＢＳＣ＿ａ）に関する情報を含み
、また、ＢＳＣ＿ｂが「Ａ１：呼び出し要求」をＢＳＣ＿ａに転送することを許容する。
「Ａ１：ロケーション更新要求」の経路は、ＢＳＣ＿ａからＢＳＣ＿ｂにさらにＭＳＣ＿
２に至る経路である。「Ａ１：呼び出し要求メッセージ」の経路は、ＭＳＣ＿２からＢＳ
Ｃ＿ｂにさらにＢＳＣ＿ａ（これは次に呼び出しをモバイルに対してＢＲＳ＿ｙ経由で送
る）に至る経路である。この代替例では、ＭＳＣやＡ１インタフェースになんら変更を加
える必要はない。
【００６２】
　モバイル局が休止中のパケットデータアプリケーションと関連した周波数に切り替わり
、次にモバイル局がパケットゾーンの境界を横切ると１つの問題が発生する。パケットデ
ータアプリケーション呼び出しがモバイルまで伝達されることを保証することが必要であ
る。１つのソリューションは、ＰＤＳＮネットワークからの呼び出しが適切に方向付けさ
れることをＢＳＣが保証することである。例えば、モバイル局がパケットデータ周波数を
監視してＢＳＣを横切ると、目標ＢＳＣは、ＰＤＳＮがいつでも正しいＢＳＣを指し示し
ていることを、ソースＢＳＣからの無線セッションを検索することによって保証しなけれ
ばならない。
【００６３】
　モバイル局はサービスオプション（ＳＯ）を選択するが、ここでは境界の横断が指定さ
れている。たとえば、１ｘＥＶＤＯタイプのシステムでは、ＳＯはモバイル局がパケット
ゾーン境界を横切る際に取るべき工程を指定するのが理想的である。このような工程はＳ
Ｏ３３に指定されている工程に類似している、すなわち、モバイル局はモバイル局が境界
を横断したことを示す表示付きの発信メッセージを送る。モバイル局はＵＡＴＩを目標Ｂ
ＳＣに送る。これには、特定のメッセージをパケットデータ周波数で送ることが必要とさ
れることに注意されたい。
【００６４】
　１つの実施形態によれば、モバイル局が回線交換方式エアインタフェースだけを監視し
ている場合、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）は、モバイル局宛てのパケットがパケ
ット交換ネットワーク上に到達すると、ＳＯ５９を指定している呼び出しをモバイル局に
対して送る。プッシュサービスが、このパケットデータエアインタフェースによって提供
される。回線交換方式エアインタフェースに切り替えた後、モバイル局はもっぱら回線交
換周波数を監視する。
【００６５】
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　パケット交換サービスの性質上、モバイル局は、短期間の間アイドリングした後にアク
ティブになる。したがって、２つのエアインタフェース間をあまりに急速に行ったり来た
りしてチューニングすることを避けるために、モバイルは、回線交換方式エアインタフェ
ースにチューニングされる前の「Ｔ」秒間はパケットデータエアインタフェースにチュー
ニングされた状態に留まる。「Ｔ」はハイブリッドプロトコルの構成可能な属性である。
【００６６】
　ネットワーク側からは、目標ＢＳＣは無線セッションをソースＢＳＣから検索して、Ｐ
ＤＳＮとのＲ－Ｐインタフェースを確立する。一実施形態で提示されるように、「１ｘ：
」は１ｘのエアインタフェースと周波数を用いて送られるメッセージを示し、「ＳＯ５９
」はＳＯ５９によって定義されるメッセージを示す。本実施形態では、モバイル局はＳＯ
５９を選択するが、これは、１ｘネットワーク上での高速パケットデータサービスを識別
するサービスオプションである。基地局はモバイル局を呼び出して、ＳＯ５９識別子を含
み、高データレート通信が保留されていることをモバイル局に通知する。
【００６７】
　図１３に、上記詳述した１つ以上のハイブリッドプロトコル方法をサポートするアクセ
ス端末（ＡＴ）７５０を示す。ＡＴ７５０は、受信回路７５２を結合している通信バス７
６０と、制御プロセッサ７５４と、送信回路７５６と、メモリ記憶デバイス７５８とを含
んでいる。ハイブリッドプロトコル方法を実施するコンピュータ読み取り可能命令はメモ
リ記憶デバイス７５８中にストアされる。
【００６８】
　図１４に、上記詳述した１つ以上のハイブリッドプロトコル方法をサポートするアクセ
スネットワーク（ＡＮ）８００を示す。ＡＮ８００は送信経路と受信経路とに結合された
アンテナ８１４を含んでいる。アンテナ８１４は共通アンテナを表していたり又はアンテ
ナのグループであったりする。受信経路では、信号は受信機（ＲＣＶＲ）８１６と復調器
（ＤＥＭＯＤ）８１８を通ってルーティングされるが、この復調器は制御プロセッサ８０
４に結合されている。制御プロセッサ８０４はさらに、ローカルインタフェース８１２と
メモリ８０２とに結合されている。送信経路上では、制御プロセッサ８０４は変調器（Ｍ
ＯＤ）８０６と送信機（ＴＲＴＲ）８０８に結合されている。ハイブリッドプロトコルを
実施するコンピュータ読み取り可能命令は、メモリ記憶デバイス８０２中にストアされる
。
【００６９】
　図１５に、１つのシナリオによるコールの流れを示す。このシナリオでは、目標ＢＳＣ
は、モバイル局が境界を横切ると、ソースＢＳＣからセッション情報を検索する。ＰＤＳ
Ｎ目標ＢＳＣとのインタフェースを確立する。すると、ソースＢＳＣとのインタフェース
は目標ＢＳＣを優先して解除される。モバイル局宛てのデータパケットデータが到着する
と、目標ＢＳＣとの接続が確立されて、データが目標ＢＳＣを介してモバイル局に流れる
。
【００７０】
　ここに記載する実施形態は、回線交換方式送信とパケット交換方式送信の双方をサポー
トするシステムでは、プッシュサービスがＡＮによって提供されることを許容している。
モバイル局は周期的に、データパケットの呼び出しがないかどうかパケットデータネット
ワークを監視している。スロットモードで２つのエアインタフェースを周期的に監視する
ことによって、スタンドバイ時間が減少する。１つの実施形態によれば、モバイル局は、
パケット交換ネットワークが時間閾値Ｔにわたってアイドリングするまで双方のシステム
を監視する。このとき、モバイル局は回線交換ネットワークを監視するだけである。次に
、サービスオプションは、呼び出しのタイプが受信されている間に、回線交換方式通信の
場合であるかパケット交換方式通信の場合であるか識別する。モバイル局は、パケットデ
ータ呼び出しの通知を受信すると、パケットデータ周波数を監視する。また、一旦アイド
リング期間が閾値時間を過ぎると、モバイル局は回線交換ネットワークだけを監視し始め
る。
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【００７１】
　モバイル局が１ｘエアインタフェースだけを監視している間に、ＲＡＮは、パケット交
換ネットワーク上でモバイル局宛のパケットを受信すると、ＳＯ５９などの特定のサービ
スオプション付きの呼び出しをモバイル局に対して送る。このシナリオでは、プッシュサ
ービスは、パケット交換ネットワークによって提供される。回線交換方式エアインタフェ
ースに切り替わった後では、モバイル局は関連の周波数だけを監視する。
【００７２】
　パケット交換サービスの性質上、モバイル局は、短期間にわたってアイドリングした後
でアクティブになる可能性が高い。したがって、２つのエアインタフェース間をあまりに
急速に行ったり来たりしてチューニングすることを避けるために、モバイル局は、回線交
換方式エアインタフェースをチューニングする前の「Ｔ」秒間はパケットデータエアイン
タフェースにチューニングされた状態に留まる。「Ｔ」はハイブリッドプロトコルの構成
可能な属性である。
【００７３】
　パケットデータエアインタフェースだけを監視している間に（たとえば、接続状態にあ
る場合又はモバイル局が回線交換方式インタフェースに戻ってチューニングしてそのまま
留まる以前に）、回線交換サービスの通知がパケットデータエアインタフェースを介して
送られる。
【００７４】
　モバイル局は、モバイル局に通知が伝達されたためにパケットデータ周波数と回線交換
周波数間を周期的に切り替える必要は必ずしもないが、この通知はモバイル局が現時点で
監視しているエアインタフェースとは独立に受信される。
【００７５】
　一実施形態によるハイブリッドプロトコルは、回線交換サービス（例えば、音声呼び出
し）の通知を、パケットデータエアインタフェースを介して送信することを許容する新し
いエアインタフェースプロトコルとなる。このようなハイブリッドプロトコルは、モバイ
ル局がフィルタリングメカニズムを構成し、これで、回路交換サービスに関連した特定の
タイプの呼び出しだけがパケットデータエアインタフェースを介して送られるようにする
ことを許容する。例えば、モバイルは、パケットデータインタフェースにチューニングさ
れている間は、ショートメッセージングサービス（ＳＭＳ）ではなく音声に対するこれら
のような通知だけを受信することを要求する。
【００７６】
　ここに開示された実施形態と関連して説明するさまざまな解説的な論理ブロック、モジ
ュール及び回路は、汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレー（ＦＰＧＡ）もしくは
他のプログラム可能論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタロジック、個別ハー
ドウエアコンポーネント又は、ここに記載する機能を実行するように設計されたこれらの
いずれかの組み合わせによって実現又は実行される。汎用プロセッサはマイクロプロセッ
サであったりするが、代替例では、このプロセッサはいずれかの従来型のプロセッサや、
コントローラや、マイクロコントローラや、状態機械であったりする。プロセッサはまた
、計算用デバイスの組み合わせとして、例えば、ＤＳＰと、マイクロプロセッサ、複数の
マイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと結合された１つ以上のマイクロプロセッサ又は他のい
ずれかのこのような構成との組み合わせとして実現される。
【００７７】
　ここに開示する実施形態と関連して説明した方法とアルゴリズムは直接的に、ハードウ
エアとして、プロセッサによって実行されるソフトウエアモジュールとして、又はこれら
二者の組み合わせとして実施される。ソフトウエアモジュールはＲＡＭメモリ、フラッシ
ュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードデ
ィスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ又は技術上周知の他の形態の記憶媒体中に
備わっていてもよい。記憶媒体はプロセッサに結合され、これで、プロセッサがこの記憶
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媒体から情報を読み取ったり、これに情報を書き込んだりすることが可能となるようにす
る。代替例では、記憶媒体はプロセッサと一体化している。プロセッサと記憶媒体はＡＳ
ＩＣ中に備わっている。このＡＳＩＣは加入者局又は他のどこかに備わっている。代替例
では、プロセッサと記憶媒体は個別コンポーネントとして加入者局又はアクセスネットワ
ーク上の他のどこかに備わっている。
【００７８】
　開示の実施形態に関する以上の説明は、当業者なら誰でも、本発明を作成又は利用する
ことができるようにするためである。これらの実施形態に対するさまざまな修正は当業者
には容易に明らかであろうし、また、ここに記載する一般的な原理は、本発明の精神や範
囲から逸脱することなく他の実施形態に応用される。したがって、本発明はここに示す実
施形態に限られることはなく、ここで開示された原理と新規な特徴とに矛盾しない限りで
最も広い範囲を与えられることを意図するものである。
【００７９】
　当業者は、情報と信号が互いに異なるさまざまな技術や技法の内のいずれかを用いて表
されることが理解される。たとえば、上の説明全体にわたって参照されたデータ、命令、
コマンド、情報、信号、ビット、記号及びチップは電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁
性粒子、光場もしくは光粒子又はこれらの何らかの組み合わせによって表される。
【００８０】
　当業者は、ここで開示された実施形態に関連して説明した実例となるさまざまな論理ブ
ロック、モジュール、回路及びアルゴリズムの工程は、電子式ハードウエア、コンピュー
タソフトウエア又はこれら双方の組み合わせとして実現されることをさらに理解されよう
。ハードウエアとソフトウエアのこの互換性を明瞭に解説するため、さまざまな実例とな
るコンポーネント、ブロック、モジュール、回路及び工程を、一般にその機能性という点
で上述した。このような機能性がハードウエアとして実現されるかソフトウエアとして実
現されるかは、特定の用途とシステム全体に課せられた設計上の制限とによって決まる。
熟練した技能者は、既述の機能性を特定の用途毎に異なった方法で実現するであろうが、
どのようにして実現するかの判断は、本発明の範囲から逸脱するものと解釈すべきではな
い。
【００８１】
　ここに開示する実施形態に関連させて説明した実例となるさまざまな論理ブロック、モ
ジュール及び回路は、汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレー（ＦＰＧＡ）もしく
は他のプログラム可能論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタロジック、個別ハ
ードウエアコンポーネント又は、ここに記載する機能を実行するように設計されたこれら
のいずれかの組み合わせによって実現又は実行される。汎用プロセッサはマイクロプロセ
ッサであってもよいが、代替例では、このプロセッサはいずれかの従来型のプロセッサや
、コントローラや、マイクロコントローラや、状態機械であったりする。プロセッサはま
た、計算用デバイスの組み合わせとして、たとえば、ＤＳＰと、マイクロプロセッサ、複
数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと結合された１つ以上のマイクロプロセッサ又は他
のいずれかのこのような構成との組み合わせとして実現される。
【００８２】
　ここに開示する実施形態と関連して説明した方法とアルゴリズムとの工程は直接的に、
ハードウエアとして、プロセッサによって実行されるソフトウエアモジュールとして、又
はこれら二者の組わせて実施される。ソフトウエアモジュールはＲＡＭメモリ、フラッシ
ュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードデ
ィスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ又は技術上周知の他の形態の記憶媒体中に
備わっている。例示の記憶媒体はプロセッサに結合され、これで、プロセッサがこの記憶
媒体から情報を読み取ったり、これに情報を書き込んだりすることが可能となるようにす
る。代替例では、記憶媒体はプロセッサと一体化している。プロセッサと記憶媒体はＡＳ
ＩＣ中に備わっている。このＡＳＩＣはユーザ端末中に備わっている。代替例では、プロ
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セッサと記憶媒体は個別コンポーネントとしてユーザ端末中に備わっている。
【００８３】
　開示の実施形態に関する以上の説明は、当業者なら誰でも、本発明を作成又は利用する
ことができるようにするためである。これらの実施形態に対するさまざまな修正は当業者
には容易に明らかであるし、また、ここに記載する一般的な原理は、本発明の精神や範囲
から逸脱することなく他の実施形態に応用される。したがって、本発明はここに示す実施
形態に限られることはなく、ここに開示する原理と新規な特徴とに矛盾しない限りで最も
広い範囲を与えられることを意図するものである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］　第１のエアインタフェースにしたがって第１のネットワークを監視し、
　前記第１のエアインタフェースを介して第２のネットワークからメッセージを受信し、
前記第２のネットワークが、前記第１のエアインタフェースとは異なる第２のエアインタ
フェースと関連していることを具備する無線通信の方法。
［２］　前記第１のネットワークは回線交換ネットワークを備え、前記第２のネットワー
クはパケット交換ネットワークを備える、上記［１］に記載の方法。
［３］　前記第１のネットワークを監視しながら前記第２のネットワークとの休止接続を
維持することをさらに備える、上記［２］に記載の方法。
［４］　前記第２のネットワークは第１と第２の地理的領域とを備え、前記方法は、前記
第１のネットワークを監視しながら前記第２の地理的領域中に前記第１の地理的領域から
進入することと、前記第２のネットワークとの通信をサポートするために、識別子の要求
を前記第２の地理的領域中のアクセスネットワークに対して送ることとをさらに備え、前
記要求は前記第１のエアインタフェースを介して送られる、上記［２］に記載の方法。［
５］　前記第１のネットワークは第１と第２の地理的領域とを備え、前記方法は、前記第
２のネットワークを監視しながら前記第１の地理的領域から前記第２の地理的領域中に進
入することと、前記第２のネットワークとの通信をサポートするために、登録要求を前記
第２の地理的領域中のアクセスネットワークに対して送ることとをさらに備え、前記登録
要求は前記第１のエアインタフェースを介して送られる、上記［２］に記載の方法。［６
］　前記第１のネットワークはパケット交換ネットワークを備え、前記第２のネットワー
クは回線交換ネットワークを備える、上記［１］に記載の方法。
［７］　前記メッセージは前記第２のネットワークからの呼び出しを備え、前記方法は、
前記第２のエアインタフェースにしたがって前記呼び出しに反応して前記第２のネットワ
ークと通信することをさらに備える、上記［１］に記載の方法。
［８］　前記第２のネットワークと通信する際に、前記第１のネットワークからメッセー
ジを受信することをさらに備え、前記第１のネットワークからのメッセージは前記第２の
エアインタフェースを介して送られる、上記［７］に記載の方法。
［９］　前記第１のネットワークは回線交換ネットワークを備え、前記第２のネットワー
クはパケット交換ネットワークを備え、前記第１のネットワークからの前記メッセージが
呼び出しを含み、前記方法は、前記第１のネットワークからの前記呼び出しに反応して前
記第２のネットワークとの通信を終了し、前記第１のネットワークからの前記呼び出しに
反応して前記第１のエアインタフェースにしたがって前記第１のネットワークと通信する
ことをさらに含む、上記［８］に記載の方法。
［１０］　前記第１のエアインタフェースのフォーマットは第１の搬送周波数を備え、前
記第２のエアインタフェースのフォーマットは前記第１の搬送周波数とは異なる第２の搬
送周波数を備える、上記［１］に記載の方法。
［１１］　第１のネットワークと関連している第１のエアインタフェースにしたがって受
信された信号から情報を回収するように構成されたアナログ回路と、
　前記回収された情報から第２のネットワークからのメッセージを検出するように構成さ
れたプロセッサであり、前記第２のネットワークは前記第１のエアインタフェースとは異
なる第２のエアインタフェースと関連しているプロセッサと、
を具備する無線通信デバイス。
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［１２］　前記第１のネットワークは回線交換ネットワークを備え、前記第２のネットワ
ークはパケット交換ネットワークを備える、上記［１１］に記載の無線通信デバイス。［
１３］　前記プロセッサは前記第２のネットワークとの休止接続を維持するようにさらに
構成されており、前記アナログ回路は前記第１のエアインタフェースにしたがって受信さ
れた信号から情報を回収するように構成されている、上記［１２］に記載の無線通信デバ
イス。
［１４］　前記第２のネットワークは第１と第２の地理的領域とを備え、前記プロセッサ
は前記無線通信デバイスが前記第１の地理的領域から前記第２の地理的領域に進入すると
それを検出するようにさらに構成されており、前記アナログ回路は前記第１のエアインタ
フェースにしたがって受信された信号から情報を回収するように構成されており、前記プ
ロセッサは前記第２のネットワークとの通信をサポートするために前記第２の地理的領域
中のアクセスネットワークから識別子を要求するようにさらに構成されており、前記識別
子要求は前記第１のエアインタフェースを介して送られる、上記［１２］に記載の無線通
信デバイス。
［１５］　前記第１のネットワークは第１と第２の地理的領域とを備え、前記プロセッサ
は前記無線通信デバイスが前記第１の地理的領域から前記第２の地理的領域に進入すると
それを検出するようにさらに構成されており、前記アナログ回路は前記第２のエアインタ
フェースにしたがって受信された信号から情報を回収するように構成されており、前記プ
ロセッサは前記第１のネットワークとの通信をサポートするために前記第２の地理的領域
中のアクセスネットワークに対して登録要求を送るようにさらに構成されており、前記登
録要求は前記第２のエアインタフェースを介して送られる、上記［１２］に記載の無線通
信デバイス。
［１６］　前記第１のネットワークはパケット交換ネットワークを備え、前記第２のネッ
トワークは回線交換ネットワークを備える、上記［１１］に記載の無線通信デバイス。［
１７］　前記メッセージは前記第２のネットワークからの呼び出しを備え、前記アナログ
回路は、前記呼び出しに反応して前記第２のエアインタフェースにしたがって受信された
第２の信号から情報を回収するようにさらに構成されている、上記［１１］に記載の無線
通信デバイス。
［１８］　前記プロセッサは、前記第２の信号から回収された前記情報から前記第１のネ
ットワークからのメッセージを検出するようにさらに構成されている、上記［１７］に記
載の無線通信デバイス。
［１９］　前記第１のネットワークからの前記メッセージが呼び出しを備え、前記アナロ
グ回路は、前記第１のネットワークからの前記呼び出しに反応して前記第１のエアインタ
フェースにしたがって受信された前記信号からさらなる情報を回収するようにさらに構成
されている、上記［１８］に記載の無線通信デバイス。
［２０］　前記第１のエアインタフェースのフォーマットは第１の搬送周波数を備え、前
記第２のエアインタフェースのフォーマットは前記第１の搬送周波数とは異なる第２の搬
送周波数を備える、上記［１１］に記載の無線通信デバイス。
［２１］　第１のエアインタフェースにしたがって受信された信号から情報を回収する手
段であり、前記第１のエアインタフェースのフォーマットは第１のネットワークと関連し
ている手段と、
　前記回収された情報から第２のネットワークからのメッセージを検出する手段であり、
前記第２のネットワークは前記第１のエアインタフェースとは異なる第２のエアインタフ
ェースのフォーマットと関連している手段と、
を具備する無線通信デバイス。
［２２］　前記メッセージは前記第２のネットワークからの呼び出しを備え、前記無線通
信デバイスは、前記第２のエアインタフェースにしたがって前記呼び出しに反応して前記
第２のネットワークと通信する手段をさらに備える、上記［２１］に記載の無線通信デバ
イス。
［２３］　前記第２のネットワークと通信する際に前記第１のネットワークからのメッセ
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ージを受信する手段をさらに備え、前記メッセージは前記第１のエアインタフェースを介
して送られる、上記［２２］に記載の無線通信デバイス。
［２４］　前記第１のネットワークは回線交換ネットワークを備え、前記第２のネットワ
ークはパケット交換ネットワークを備え、前記第１のネットワークからの前記メッセージ
は呼び出しを備え、前記無線通信デバイスは、前記第１のネットワークからの前記呼び出
しに反応して前記第２のネットワークとの通信を終了させる手段と、前記第１のネットワ
ークからの前記呼び出しに反応して前記第１のエアインタフェースにしたがって前記第１
のネットワークとさらに通信する手段とをさらに備える、上記［２３］に記載の無線通信
デバイス。
［２５］　前記第１のネットワークは回線交換ネットワークを備え、前記第２のネットワ
ークはパケット交換ネットワークを備える、上記［２０］に記載の無線通信デバイス。［
２６］　前記第１のネットワークはパケット交換ネットワークを備え、前記第２のネット
ワークは回線交換ネットワークを備える、上記［２０］に記載の無線通信デバイス。［２
７］　第１のエアインタフェースにしたがって加入者局に対してアクセスネットワークか
らの電波で第１のネットワークから信号を送信し、
　前記第１のエアインタフェースを介して前記加入者局に対して前記アクセスネットワー
クからの電波で第２のネットワークからメッセージを送信し、前記第２のネットワークは
前記第１のエアインタフェースとは異なる第２のエアインタフェースと関連している通信
方法。
［２８］　前記メッセージの送信は、前記メッセージを前記第２のネットワークから第２
のアクセスネットワークに対して、また、前記第２のアクセスネットワークから前記アク
セスネットワークに対してルーティングすることを備える、上記［２７］に記載の通信方
法。
［２９］　前記メッセージは前記第２のネットワークからの呼び出しを備え、前記方法は
、前記呼び出しにしたがって、前記第２のエアインタフェースに従って前記加入者局に対
して前記第２のアクセスネットワークから放送で前記第２のネットワークから第２の信号
を送信することをさらに具備する、上記［２８］に記載の方法。
［３０］　加入者局が第１の地理的領域から第２の地理的領域に移動している間に、第１
のエアインタフェースに従って加入者局に対して第１の基地局コントローラを介して回線
交換ネットワークから信号を送信し、
　前記加入者局が前記第２の地理的領域に進入した後で、パケット交換ネットワークとの
通信をサポートするために識別子に対する要求を第２の基地局コントローラに対して前記
加入者局から送信し、前記パケット交換ネットワークが前記第１のエアインタフェースと
は異なる第２のエアインタフェースと関連しており、前記要求が前記第１のエアインタフ
ェースを介して送信され、
　前記パケット交換ネットワークとの通信をサポートするために前記第１の基地局コント
ローラから前記第２の基地局コントローラによって情報を検索することを具備する通信方
法。
［３１］　前記加入者局は、前記加入者局が前記第１の地理的領域から前記第２の地理的
領域に移動する際に前記パケット交換ネットワークとの休止接続を維持し、前記第１の基
地局コントローラから前記第２の基地局コントローラによって検索された情報が、前記加
入者局が前記第２の地理的領域中の前記回線交換ネットワークから前記信号を受信中に、
前記第２の基地局コントローラを介して前記パケット交換ネットワークとの休止接続を維
持することに関連する、上記［３０］に記載の方法。
［３２］　加入者局が第１の地理的領域から第２の地理的領域に移動している間に、第１
のエアインタフェースに従って前記加入者局に対して基地局コントローラを介してパケッ
ト交換ネットワークから信号を送信することであり、前記基地局コントローラは前記第１
の地理的領域中に存在することと、
　前記加入者局が前記第２の地理的領域に進入した後で、回線交換ネットワークとの通信
をサポートするために登録要求を前記基地局コントローラに対して前記加入者局から送信
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することであり、前記回線交換ネットワークが前記第１のエアインタフェースとは異なる
第２のエアインタフェースと関連しており、前記要求が前記第１のエアインタフェースを
介して送信されることと、
　前記第２の地理的領域中に位置しているモバイル切り替えセンターに前記加入者局を登
録することであり、前記登録動作は前記基地局コントローラによって実行されることを具
備する通信方法。
［３３］　前記加入者局の前記登録は、前記モバイル切り替えセンターに対してリフレク
タを介して前記基地局コントローラから信号通知することをさらに具備する、上記［３２
］に記載の方法。
【符号の説明】
【００８４】
１０２…遠隔ネットワークノード、１０４…モバイル局、１０６…パケット交換ネットワ
ーク、１０７，１１５…アクセスネットワーク、１０８…基地局、１１４…回線交換ネッ
トワーク、３０２…リフレクタ、４０２…マイクロプロセッサ、４０４…メモリ、４０６
…ユーザインタフェース、４０８…ローカルインタフェース、４１２…アナログ回路、４
１４…チューナ、４４０…リフレクタ、７５２…受信回路、７５４…制御プロセッサ、７
５６…送信回路、７５８…メモリ記憶デバイス、８０２…メモリ、８０４…制御プロセッ
サ、８０６…変調器、８０８…送信機、８１２…ローカルインタフェース、８１６…受信
機、８１８…復調器

【図１】 【図２】
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